賢い減電事業で約７００万円も収益が上がります。
　東日本大震災及び福島原子力発電所事故勃発により節電にご尽力を賜わりまして誠にありがとうございます。この度の思い掛けない大震災と大事故により節電の重要性が深く認識されましたが、心機一転、この機会にご使用中の蛍光灯をＬＥＤ蛍光灯に取替えるだけの賢い減電事業（※１）で収益を上げてみないですか？
◎事例（駐車場）　４０型蛍光灯（＠３００円）×１００本ご使用時の事例
　現状の電気代（１０年間）＝５０Ｗ（※２）×１００本×２４時間×３６５日×１０年間×０．０２円（※３）＝８７６万円・・・（１）
　交換不要となる蛍光灯の代金（１０年間）※４＝３００円×１００本×交換１０回＝３０万円・・・（２）
　ＬＥＤ蛍光灯の電気代（１０年間）＝（１）÷５≒１７５万円・・・（３）
　ＬＥＤ蛍光灯と取替えて得られる収入（１０年間）＝（１）＋（２）－（３）≒７３１万円以上・・・（４）
　ＬＥＤ蛍光灯×１００本の商品代＝３４５，８００円・・・（５）
　ＬＥＤ蛍光灯×１００本の取付作業費＝５２，５００円・・・（６）
　初期投資＝（５）＋（６）≒４０万円・・・（７）
　ＬＥＤ蛍光灯と取替えによる１０年間の収入＝（４）－（７）＝６９１万円以上！
　電気代は自動的に消費されますから、ＬＥＤ蛍光灯に取替えるだけで１０年間に自動的に約７００万円以上の収入が得られます。
　是非、このチャンスに☆無料お試しキャンペーン☆で無料の１０年間保証ＬＥＤ蛍光灯をお試しください。 きっと、光の１０年間保証の高性能ＬＥＤ蛍光灯の実力を実感できることでしょう！
※１　電力会社に電気を売り利益を上げる事業を『売電事業』と言いますが、その反対で、電力会社から買う電気を減らし利益を上げる事業を『減電事業』と言います。新たな設備の多額な投資（太陽発電で最低@200円/W～@400円/W）の回収に長期間を要する売電事業と比較し、新たな設備が不要で小額の投資（@80円/W以下）が短期間に回収され大きな利益が生み出せることが最大の利点です。
※２　安定器の消費電力を含みます。
※３　電気代の最低単価。LEDに取替えた場合の基本料削減や電気代の大幅値上げは含みません。
※４　蛍光灯交換の作業費用、故障した安定器の修理・交換費用は含みません。
